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歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
講
演
会

江
戸
の
文
学
と
歌
麿

福
岡
教
育
大
学

菊
池
庸
介

令
和
五
年
二
月
二
十
三
日

於
キ
ョ
ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館

◎
本
日
の
目
的

・
後
年
の
、
美
人
画
の
名
手
と
し
て
名
を
は
せ
る
歌
麿
に
い
た
る
ま
で
の
歩
み
を
、
文
学
と
の
関
わ
り
か

ら
見
て
い
く
。

・
江
戸
時
代
中
期
の
江
戸
文
学
へ
の
認
識
を
深
め
る
。

資
料
一
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
浮
世
絵
（
と
く
に
版
画
）
概
観
（
参
考
・
『
日
本
大
百
科
全
書
』
「
浮
世

絵
」
（
小
林
忠
執
筆
）

○
母
体
は
近
世
風
俗
画

○
初
期
（
明
暦
三
～
宝
暦
期
・
一
六
五
七
～
一
七
六
四
）

・
明
暦
の
大
火
以
降
の
復
興
に
よ
り
、
江
戸
の
地
本
問
屋
に
よ
る
出
版
が
発
達
、
版
本
の
挿
絵
を
描
い
て

い
た
絵
師
（
版
下
絵
師
）
も
増
加
。
菱
川
師
宣
の
登
場
。
絵
入
り
本
か
ら
絵
本
、
一
枚
絵
へ
。

※
基
本
は
墨
刷
り
。
手
彩
色
の
豪
華
版
も
あ
る
。
後
に
は
丹
絵
、
紅
絵
、
漆
絵
（
い
ず
れ
も
筆
彩
）
、
紅

摺
絵
（
色
刷
り
）
も
現
れ
る
。
画
題
も
都
市
風
俗
や
遊
女
絵
か
ら
役
者
絵
、
美
人
画
等
へ
拡
大
。

○
中
期
（
明
和
期
～
寛
政
期
・
一
七
六
四
～
一
八
〇
一
）

・
錦
絵
の
創
始
。
春
信
、
鳥
居
清
長
、
歌
麿
に
よ
っ
て
美
人
画
が
発
達
。

○
後
期
（
享
和
期
～
慶
応
・
一
八
〇
一
～
一
八
六
八
）

・
歌
川
派
の
台
頭
。
猪
首
猫
背
の
姿
。
画
題
の
多
様
化
（
風
景
画
・
戯
画
・
横
浜
絵
な
ど
）。

資
料
二
、
歌
麿･

･
･

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
～
八
年
ぐ
ら
い
の
生
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
没
。

※
宝
暦
四
年
説
、
宝
暦
五
～
八
年
説
な
ど
、
諸
説
あ
り
。

※
江
戸
出
生
説
、
川
越
出
生
説
あ
り
。

※
本
姓
は
北
川
氏
、
幼
名
市
太
郎
、
の
ち
勇
助
（
介
）
。

→
江
戸
時
代
中
期
～
後
期
に
か
け
て
の
生
涯
。

喜
多
川
歌
麿

神
田
弁
慶
橋
久
右
衛
門
町

俗
名
勇
助

名
人

は
じ
め
は
鳥
山
石
燕
門
人
に
て
狩
野
家
の
絵
を
学
ぶ
、
後
男
女
の
風
俗
を
画
て
絵
草
紙
問
屋
蔦
屋

重
三
郎
方
に
寓
居
す
、
錦
絵
多
し
。
今
弁
慶
橋
に
住
居
す
。
千
代
男
女
風
俗
絵
種
々
工
夫
し
て
当

時
双
ぶ
方
な
し
、
名
人
。
（
『
浮
世
絵
類
考
』）

資
料
三
、
歌
麿
の
前
半
生

三
の
一
、
幼
少
期

心
に
生
を
う
つ
し
筆
に
骨
法
を
画
は
画
徒
に
し
て

今
門
人
歌
麿
か
著
す
虫
中
の
生
を
写
す
は
是

心
画
な
り
。
歌
子
幼
昔
物
事
に
細
成
か
。
た
ゝ

戯
れ
に
秋
津
虫
を
繋
き
は
た
／
＼
蟀
蟋
を

掌
に
の
せ
遊
ひ
て
。
余
念
な
し
。
即
其
生
を
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む
さ
ほ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
あ
ま
た
ゝ
ひ
い
ま
し
め
し
に
。

今
の
筆
策
誠
に
業
の
得
を
か
ゝ
や
か
せ
し
と
。

玉
虫
の
つ
や
を
う
は
ひ
古
画
を
■
（
辰
＋
木
）
て
。
車
に

向
ふ
蟷
螂
の
鎌
か
り
て
蚯
蚓
の
土
を
穿
ち
。
そ
の

さ
ひ
は
つ
を
た
ゝ
さ
ん
と
棒
ふ
り
の
ふ
り
よ
き

図
に
。
く
ら
き
初
心
蛍
の
光
り
に
此
道
を
て
ら
し
。
蜘
の

巣
の
糸
口
を
と
け
と
諸
君
の
狂
歌
合
に
た
よ
り
。

彫
巧
藤
一
宗
か
刀
は
。
桜
木
に
も
の
し
て
其
起
を

こ
と
わ
り
せ
よ
と
乞
ふ
に
ま
か
せ
て

天
明
七
ひ
つ
し
の
冬

鳥
山
石
燕
書

（
『
画
本
虫
撰
』（
天
明
八
年
・
一
七
八
八
刊
）
跋
文
）

・
門
人
歌
麿

・
幼
い
頃
か
ら
物
事
に
細
か
い
（
＝
繊
細
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
も
注
意
深
い
、
綿
密
）

・
虫
と
（
で
？
）
遊
ぶ
の
が
好
き
。

・
師
の
石
燕
か
ら
は
虫
遊
び
を
た
び
た
び
い
ま
し
め
ら
れ
た
。

↓
少
年
時
に
は
鳥
山
石
燕
の
弟
子
と
な
っ
て
い
る
。

・
「
少
年
石
要
」
署
名
の
茄
子
の
絵
（
俳
書
『
ち
よ
の
は
る
』
明
和
七
年
・
一
七
七
〇
刊
）

※
鳥
山
石
燕･

･
･

狩
野
派
の
町
絵
師
。
武
者
絵
や
妖
怪
絵
で
有
名
。

三
の
二
、
青
年
期

・
北
川
豊
章
を
名
乗
る
。

・
富
本
正
本
『
四
十
八
手
恋
の
所
訳
』
下
巻
表
紙
絵

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
が
豊
章
署
名
の
現
存
最

古
と
さ
れ
る
。

※
正
本

浄
瑠
璃
詞
章
の
版
本
と
し
て
、
浄
瑠
璃
太
夫
の
原
本
を
正
し
く
移
し
た
も
の
の
意
（
平
凡
社
『
歌

舞
伎
事
典
』
）
浄
瑠
璃
作
品
は
複
数
の
段
に
分
か
れ
る
が
、
全
段
を
収
め
る
。
一
部
の
段
だ
け

取
り
出
し
た
も
の
を
抜
本
と
い
う
。

※
富
本

富
本
節
。
安
永
年
間
よ
り
流
行
。

・
一
枚
絵･

･
･

豊
章
の
も
の
と
し
て
は
「
初
代
芳
沢
い
ろ
は
の
す
し
や
娘
お
さ
と
」
（
細
判
・
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
）
他
、
「
荒
川
太
郎
ま
け
ず
市
川
團
十
郎
」
（
細
判
・
安
永
七
年
）
が
知
ら
れ
る
の
み
。

三
の
三
、「
歌
麿
」
誕
生
。

・
（
黄
表
紙
）
『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』
（
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
刊

志
水
燕
十
作

忍
岡
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎
）

・
安
永
十
年
歳
旦
帖

○
版
元
蔦
屋
重
三
郎
方
に
身
を
寄
せ
る
（
天
明
中
ご
ろ
～
後
期
）

○
絵
入
り
狂
歌
本
・
狂
歌
絵
本
の
制
作

・
『
絵
本
江
戸
爵
（
す
ず
め
）
』（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
））

・
『
画
本
虫
撰
』（
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
）

・
『
潮
干
の
つ
と
』
（
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
））

「
自
家
弌
成
」
の
落
款

・
『
百
千
鳥
狂
歌
合
』（
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
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○
肉
筆
画
「
雪
月
花
」
の
う
ち
「
品
川
の
月
」
制
作
（
天
明
八
年
ご
ろ
）

○
大
首
絵
の
発
明
（
寛
政
初
期
）

三
の
四
、
後
半
生

・
大
判
美
人
画
の
制
作
（
大
首
絵
が
有
名
）

・
肉
筆
画
「
雪
月
花
」
の
う
ち
「
吉
原
の
花
」
制
作
（
寛
政
三
～
四
年
ご
ろ
）

・
肉
筆
画
「
女
達
磨
図
」
制
作
（
寛
政
二
～
五
年
ご
ろ
）

・
肉
筆
画
「
鍾
馗
図
」「
三
福
神
の
相
撲
図
」
（
寛
政
三
～
五
年
ご
ろ
）

・
肉
筆
画
「
雪
月
花
」
の
う
ち
「
深
川
の
雪
」
制
作
（
享
和
二
年
・
一
八
〇
二
～
文
化
三
年
ご
ろ
）

・
「
太
閤
五
妻
洛
東
遊
観
之
図
」
を
描
い
た
科
で
手
鎖
五
十
日
（
文
化
元
年
・
一
八
〇
四
）。

・
文
化
三
年
没
。

資
料
四
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
都
市
文
化
の
概
観

・
前
期
は
上
方
（
京
都
、
大
坂
）
優
勢
、
後
期
は
江
戸
で
新
興
文
化
・
文
学
が
盛
ん
に
起
こ
る
。

※
後
期
は
決
し
て
上
方
が
沈
滞
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

資
料
五
、
江
戸
時
代
中
期
の
文
化

・
「
文
運
東
漸
」

・
大
陸
文
化
の
広
い
受
容
・
流
行

・
西
洋
学
問
の
流
入

・
「
江
戸
文
化
」
の
発
生
（
江
戸
語
、
江
戸
っ
子
意
識
、
江
戸
文
学
の
生
成
）

・
高
度
な
「
雅
俗
折
衷
」
文
化

※
「
雅
俗
」
…
江
戸
（
時
代
）
文
化
把
握
の
前
提

→
雅
俗
が
並
存
し
て
い
る
と
い
う
視
点
で
文
化
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
。

・
「
雅
」
な
も
の
＝
伝
統
文
化
、
伝
統
文
学
、
舶
来
の
も
の
（
例

大
和
絵
、
平
安
物
語
文
学
、
漢
文
学
）

・
「
俗
」
な
も
の
＝
新
興
文
化
、
新
興
文
学
、
国
産
の
も
の
（
例

浮
世
絵
、
江
戸
時
代
文
学
）

・
新
し
い
も
の
が
古
い
も
の
に
取
っ
て
代
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

・
新
し
い
も
の
も
、
時
間
を
経
る
に
つ
れ
て
伝
統
化
（
＝
「
雅
」
化
）
す
る
。

・
中
国
か
ら
渡
来
し
た
文
化
・
舶
来
文
化
を
尊
重
す
る
。

・
伝
統
的
な
も
の
も
「
現
役
」
と
し
て
行
わ
れ
、
発
展
も
す
る
。

資
料
六
、
文
学
に
み
る
江
戸
時
代
概
観

→
近
世
中
期
以
降
の
江
戸
で
の
動
き
に
注
目
。

※
と
く
に
、
宝
暦
～
天
明
期
の
レ
ベ
ル
が
高
い
。

資
料
七
、
江
戸
時
代
中
・
後
期
（
と
く
に
安
永
・
天
明
期
）
の
「
江
戸
」
文
学

七
の
一
、
江
戸
時
代
中
・
後
期
…

・
江
戸
の
町
の
経
済
力
の
充
実
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
代
々
江
戸
に
住
む
人
々
の
意
識
形
成
（
江
戸
っ
子

・
江
戸
語
）
、
地
方
か
ら
江
戸
に
流
入
す
る
人
々
と
の
交
流
（
武
家
、
商
人
）
、
学
問
文
化
（
蘭
学
・

明
清
学
）
の
輸
入
、
和
学
国
学
の
形
成
。
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※
絵
画
に
関
す
る
こ
と
で
は
沈
南
蘋
が
も
た
ら
す
南
蘋
画
（
そ
れ
を
受
け
る
南
蘋
派
）
、
洋
風
画
の
輸
入

○
江
戸
時
代
中
期
の
文
学
状
況

・
韻
文

・
和
歌

江
戸
派
の
確
立
（
加
藤
千
蔭
、
村
田
春
海
）
。

・
俳
諧

芭
蕉
復
興
、
蕪
村
、
雑
俳
。

・
狂
歌

江
戸
狂
歌
の
発
達
。
大
田
南
畝
。

・
散
文

・
小
説

新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
発
生
（
戯
作
〈
洒
落
本
、
黄
表
紙
、
前
期
滑
稽
本
、
読
本
〉
）。

七
の
二
、
安
永
・
天
明
江
戸
文
学
（
文
化
）
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・
大
田
南
畝
と
そ
の
仲
間
た
ち

・
大
田
南
畝
（
蜀
山
人
、
四
方
赤
良
、
寝
惚
先
生
、
等
々
）
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
～
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）
。

※
幕
府
御
徒
の
家
に
生
ま
れ
る
。
少
年
時
よ
り
学
問
好
き
。

※
十
五
歳
の
と
き
に
、
内
山
賀
邸
に
入
門
。
国
学
漢
学
及
び
漢
詩
な
ど
を
学
び
、
狂
詩
や
狂
文
、
狂
歌
も

た
し
な
む
（
同
門
に
朱
楽
菅
江
、
唐
衣
橘
洲
他
）
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
狂
詩
集
『
寝
惚
先
生

文
集
』
を
刊
行
。
風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）
が
序
文
。
名
声
を
得
る
。

※
明
和
六
年
、
唐
衣
橘
洲
邸
で
の
狂
歌
会
に
参
加
（
参
加
者
六
名
。
橘
洲
、
東
作
、
赤
良
と
賀
邸
門
下
が

半
数
）
以
降
、
翌
年
に
は
江
戸
狂
歌
初
の
狂
歌
本
『
明
和
十
五
番
狂
歌
合
』
（
写
本
）
が
作
ら
れ
る
。

→
そ
の
後
、
狂
歌
の
集
ま
り
は
継
続
的
に
行
わ
れ
、
明
和
九
年
に
は
十
二
人
に
ま
で
増
え
る
。

※
当
時
の
主
立
っ
た
メ
ン
バ
ー

・
四
方
赤
良
・
唐
衣
橘
洲
・
朱
楽
菅
江･

･
･

武
士
、
元
木
網
・
大
屋
裏
住
・
平
秩
東
作
・
智
恵
内
子･

･
･

町

人
※
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
酒
上
熟
寝
主
催
の
会･

･
･

宝
合
わ
せ
の
会

※
安
永
三
年
初
午
「
下
町
稲
荷
社
三
十
三
番
御
詠
歌
」

→
狂
歌
の
会
が
狂
歌
を
詠
む
に
と
ど
ま
ら
な
く
な
り
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
集
ま
り
の
場
と
な
っ

て
い
く
（
書
画
会
の
開
催
な
ど
）
。

→
「
遊
び
」
の
場
。
狂
名
に
凝
る
（
例

頭
光

浜
辺
黒
人

紀
束
（
き
の
つ
か
ぬ
）

芋
掘
仲
正

読
人
白
寿

尻
焼
猿
人
）。

→
様
々
な
「
会
」
の
人
物
と
も
交
流
。
咄
の
会
、
音
曲
の
会
等
々
。
「
通
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
も
取

り
込
む
。

※
狂
歌
人
口
の
加
速
度
的
な
増
加
。「
連
（
狂
歌
グ
ル
ー
プ
）」
の
形
成
、「
天
明
調
」

・
参
加
型
の
、
開
か
れ
た
文
芸
。
流
行
の
先
端
。

※
天
明
三
年
『
万
載
狂
歌
集
』

南
畝
が
江
戸
狂
歌
会
の
盟
主
に
な
る
。
江
戸
狂
歌
が
詠
み
捨
て
の
も
の

で
な
く
な
る
。

・
南
畝
の
交
流･
･
･

武
家
、
町
人
、
江
戸
以
外
の
者
と
様
々
。

・
尻
焼
猿
人
（
酒
井
抱
一
）
、
手
柄
岡
持
（
平
沢
常
富
・
秋
田
藩
江
戸
留
守
居
役
）
、

花
道
の
つ
ら
ね
（
五
代
目
市
川
団
十
郎
）

当
時
詠
ま
れ
た
狂
歌
の
例
（
『
狂
歌
才
蔵
集
』
よ
り
）

・
歌
冬
（
や
ま
ぶ
き
）
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山
吹
の
は
な
が
み
ば
か
り
金
い
れ
に
み
の
一
つ
だ
に
無
き
ぞ
か
な
し
き

（
四
方
赤
良
）

・
寄
鍔
恋

主
さ
ん
に
は
ゞ
き
も
と
ま
で
恋
の
ふ
ち
人
の
目
貫
を
か
ね
家
の
鍔
（
尻
焼
猿
人
）

・
真
間
紅
葉

色
か
へ
ぬ
常
着
の
ま
ゝ
の
紅
葉
葉
は
錦
に
ま
さ
る
誉
な
り
け
り

（
花
道
の
つ
ら
ね
）

・
無
常

玉
の
緒
も
馬
の
尾
に
似
て
き
れ
ぬ
れ
ば
あ
は
れ
こ
き
う
の
音
も
聞
え
ず
（
手
柄
岡
持
）

※
栃
木
と
南
畝･

･
･

田
畑
持
麿
（
渡
辺
源
左
衛
門
）

天
明
三
年
頃
作
『
蜀
山
人
判
取
帳
』
に
も
筆
を
寄
せ
て
い
る
。

雪

雪
つ
も
る
甲
斐
の

根
方
を

あ
し
引
の
や
ま
も
と

勘
介
橇
は
く

み
ゆ

下
毛
栃
木

田
畑
持
麿

こ
の
歌
は
『
狂
歌
才
蔵
集
』（
天
明
七
年
刊
（
一
七
八
七
））
に
も
入
集
。

・
千
鳥

門
た
ゝ
く
し
ほ
風
寒
き
小
夜
中
に
貰
ひ
ち
ど
り
の
な
く
赤
子
か
な

・
田
家
恋

か
り
庵
に
伊
達
こ
く
稲
の
ほ
ゝ
ゑ
が
ほ
妹
は
し
ご
と
も
上
手
な
り
け
り

（
い
ず
れ
も
『
才
蔵
集
』
入
集
）

※
南
畝
交
流
圏･

･
･

文
学
発
生
の
場
と
も
な
る
（
黄
表
紙
・
洒
落
本
な
ど
の
戯
作
≒
通
人
た
ち
に
よ
る
戯

れ
）
。

例

黄
表
紙

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
恋
川
春
町
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
を
始
発
と
す
る
。

※
安
永
か
ら
天
明
、
寛
政
初
め
に
か
け
て
の
主
要
な
戯
作
者

恋
川
春
町
、
朋
誠
堂
喜
三
二
、
志
水
燕
十
、
森
羅
万
象
、
唐
来
参
和
、
山
東
京
伝
、
式
亭
三
馬
等
々
。

→
歌
麿
、
蔦
屋
重
三
郎
も
交
流
圏
に
在
す
る
（
後
述
）
。

・
狂
歌
人
口
の
増
加
→
質
の
低
下
も
招
く
→
南
畝
も
徐
々
に
狂
歌
に
飽
き
て
く
る
。

・
寛
政
の
改
革
を
機
に
狂
歌
・
戯
作
か
ら
遠
ざ
か
る
。

七
の
三
、
出
版
界
の
風
雲
児
、
蔦
屋
重
三
郎

・
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
江
戸
新
吉
原
生
ま
れ
。
幼
時
に
喜
多
川
家
に
養
子
。

・
青
年
期
に
は
廓
内
で
貸
本
業
を
営
む
。
安
永
三
年
に
は
吉
原
細
見
の
改
め
や
卸
を
、
翌
年
に
は
取
り
次

ぎ
を
行
う
。

・
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、
遊
女
評
判
記
『
一
目
千
本
』
刊
行
（
蔦
屋
最
初
の
刊
行
物
）
、
翌
年
に
は

吉
原
細
見
の
刊
行
を
行
う
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
は
独
占
状
態
に
。

・
安
定
、
堅
実
な
経
営
方
法
（
吉
原
細
見
、
富
本
正
本
、
稽
古
本
、
往
来
物
等
）。

・
朋
誠
堂
喜
三
二
と
の
交
流
。
当
時
の
人
気
戯
作
者
。
吉
原
と
い
う
場
も
寄
与
す
る
。
喜
三
二
は
安
永
九

年
よ
り
黄
表
紙
執
筆
に
本
腰
を
入
れ
る
が
、
多
く
は
蔦
屋
か
ら
出
す
。

・
安
永
六
年
に
は
吉
原
大
門
口
に
独
立
店
舗
を
、
天
明
三
年
に
は
日
本
橋
通
油
町
に
店
舗
を
移
転
。
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※
通
油
町･

･
･

老
舗
地
本
問
屋
が
多
く
並
ぶ
地
域
。

・
天
明
元
年
刊
『
菊
寿
草
』
で
南
畝
が
蔦
屋
刊
の
黄

表
紙
『
見
徳
一
炊
夢
』（
朋
誠
堂
喜
三
二
作
・

北
尾
重
政
画
）
を
高
評
価
し
、
そ
の
礼
に
南
畝
の
も
と

を
訪
れ
る
。

→
南
畝
の
交
流
圏
に
入
る
（
自
ら
も
狂
歌
連
（
吉
原
連
）
に
入
る
。
狂
名
蔦
唐
丸
）。

・
『
蜀
山
人
判
取
帳
』
に
は
南
畝
に
狂
歌
集
の
編
集
を
約
束
さ
せ
る
。

才
蔵
集

吉
原
細
見

新
吉
原
大
門
口

四
方
先
生

つ
た
や
重
三
郎

板
元

狂
名
蔦
の
か
ら
丸

（
蔦
屋
印
）

※
『
狂
歌
才
蔵
集
』
は
天
明
七
年
刊
行
。

・
天
明
三
年
に
は
蔦
屋
は
狂
歌
本
の
刊
行
を
始
め
る
（
元
木
網
編
『
狂
歌
浜
の
き
さ
ご
』
）
。

・
狂
歌
会
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
手
が
け
る
。

・
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
山
東
京
伝
の
洒
落
本
三
部
作
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り
、
版
元
の
蔦

屋
は
身
代
半
減
の
重
罪
と
な
る
。

・
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
蔦
屋
重
三
郎
死
去
。

※
蔦
屋
重
三
郎
は
、
安
永
～
天
明
期
の
江
戸
戯
作
文
化
を
下
支
え
し
た
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

資
料
八
、
安
永
・
天
明
期
の
歌
麿

・
北
川
豊
章
名
で
富
本
正
本
の
挿
絵
。
再
販
読
本
の
挿
絵
な
ど
も
描
か
さ
れ
る
。

・
黄
表
紙
の
挿
絵
デ
ビ
ュ
ー
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
『
通
鳧
寝
子
の
美
女
（
わ
ざ
く
れ
）
』。

（
当
代
の
人
気
絵
師
勝
川
春
章
、
北
尾
重
政
の
影
響
。
同
世
代
鳥
居
清
長
か
ら
も
刺
激
）

※
北
尾
重
政
「
喜
多
川
歌
麿
は
弟
子
同
前
也
」（
『
増
訂
古
画
備
考
』）

→
蔦
屋
と
歌
麿
を
結
び
つ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

※
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
よ
り
蔦
屋
の
作
品
を
手
が
け
る
（
黄
表
紙
『
身
貌
大
通
人
略
縁
起
』
）。

→
以
降
、
寛
政
の
改
革
ま
で
、
蔦
屋
を
活
動
の
拠
点
と
す
る
。

※
南
畝
交
流
圏
に
身
を
置
く
。
狂
名
筆
綾
丸

・
『
狂
歌
知
足
振
』
（
天
明
三
年
四
月
以
降
刊
）

吉
原
連

加
保
茶
元
成

（
中
略
）

筆
の
綾
丸

（
後
人
の
注
記
）
画
工
歌
麿
。
文
化
二
年
五
月
三
日
、
年
五
十
三
。
北
川
勇
助
（
北
川
市
太
郎
。
画
工
哥

間
、
後
勇
助
）

蔦
の
か
ら
丸

（
〃
）
吉
原
。
寛
政
九
年
五
月
六
日
、
年
四
十
八
。
蔦
屋
重
三
郎
（
蔦
屋
重
三
郎
。
喜
多
川
柯
里
、
本

姓
丸
山
、
書
林
耕
書
堂
）

他
の
連
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堺
丁
連
…
花
道
の
つ
ら
ね
（
五
代
目
市
川
團
十
郎
）
、
本
丁
連
…
手
柄
岡
持
（
朋
誠
堂
喜
三
二
）
、
酒
上

不
埒
（
恋
川
春
町
）

・
『
い
た
み
諸
白
』
（
天
明
四
年

蔦
唐
丸
編

四
方
赤
良
序
）
狂
歌
仲
間
大
門
喜
和
成
の
追
悼
歌
集

親
し
き
予
が
友
成
の
一
子
喜
和
成
こ
そ
東
縁
に
儀
を
結
て
し
よ
り
、
は
か
な
く
難
波
の
煙
と
き
へ
し
も
、

今
ハ
さ
り
し
比
、
暇
乞
に
来
り
て
、
予
も
名
残
を
お
し
み
、
斯
な
る
身
と
ハ
し
ら
で
い
ゝ
け
ん
も
口
お

し
く
、
は
や
く
も
ま
め
で
帰
り
給
ふ
べ
し
と
ふ
か
く
頼
け
れ
バ
、
喜
和
成

〽
ま
め
で
こ
ろ
／
＼
は
や
く
か
へ
り
な
バ
君
も
こ
ろ
／
＼
嬉
し
か
る
ら
ん

と
読
て
わ
か
れ
し
が
、
今
日
思
へ
バ
、
は
か
ら
ざ
る
世
や

一
名
哥
麿
筆
綾
丸

は
か
ら
ざ
る
身
を
一
生
も
ま
め
な
ら
で
気
を
う
す
の
め
と
思
ひ
切
る
世
に

・
喜
三
二
、
燕
十
、
京
伝
ら
、
当
時
の
黄
表
紙
界
の
代
表
作
者
の
戯
作
の
挿
絵
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
。

※
黄
表
紙
の
画
作
は
天
明
年
間
ま
で
に
集
中
す
る
。

※
戯
文
の
よ
う
な
文
章
も
書
く
。

・
『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』
序

は
じ
ま
り

是
に
立
せ
給
ふ
神
仏
ご
だ
交
せ
開
帳
の
縁
起
は
。
余
志
南
子
須
錦
撰
（
よ
し
な
ん
し
す
き
ん
せ
ん
）
が
。

馬
鹿
ら
し
い
の
木
に
。
通
明
輝
（
か
ゝ
や
か
）
し
を
。
一
生
参
詣
し
て
。
是
を
刻
（
き
ざ
む
）
の
日
は
。

座
敷
に
紙
花
降
り
。
廓
弾
強
（
す
が
ゝ
き
）
の
音
か
ま
ひ
し
く
茶
肆
（
ち
ゃ
や
）
堀
亭
（
ふ
な
や
ど
）
の

て
う
ち
ん
は
。
鳳
東
紫
（
ゑ
ど
む
ら
さ
き
）
の
雲
と
も
な
り
。
雨
と
も
な
り
。
終
に
人
／
＼
お
が
み
ん
す

や
う
に
な
り
け
る
。
夫
よ
り
星
霜
つ
も
つ
て
。
ど
う
し
な
ん
し
た
と
言
れ
。
畳
ざ
ん
に
笄
を
投
け
給
へ
ば
。

半
の
占
方
吉
事
に
仕
て
。
お
か
さ
ん
に
登
り
て
は
。
ヲ
ヽ
こ
は
と
も
の
給
（
た
ま
は
）
す
。
も
つ
と
こ
つ

ち
へ
よ
り
な
ん
し
。
花
は
じ
め
て
ひ
ら
く
。
笑
ひ
は
じ
め
に
。
禿
が
あ
ひ
の
返
事
の
長
／
＼
し
き
。
我
拙

き
筆
を
添
へ
よ
と
。
ゑ
ん
十
か
も
と
め
に
ま
か
せ
。
御
ら
ん
の
ほ
ど
も
か
ゑ
り
見
す
く
わ
し
き
事
は
硯
の

う
み
に
あ
つ
け
ま
い
ら
せ
候

め
て
た
く
か
し
く

古
々
路
（
こ
こ
ろ
）
も
な
か
き

う
し
の
初
春

忍
岡
数
町
遊
人

う
た
麿
叙

・
『
蜀
山
人
判
取
帳
』

口
演

此
度
画
工
哥
麿
義
と
申
す
り
物
に
て

去
ぬ
る
天
明
二
の
と
し
秋
忍
か
岡
に
て

戯
作
者
の
会
行
い
た
し
候
よ
り
作
者
と

さ
く
者
の
中
よ
く
今
は
み
な
／
＼
親
身

の
こ
と
く
成
候
も
偏
に
縁
を
む
す
ふ
の
神

人
／
＼
う
た
麿
大
明
神
と
尊
契
し

御
う
や
ま
ひ
可
被
下
候

以
上
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う
た
麿
大
明
神

四
方
作
者
と
も
へ

〈
屏
風
の
版
画
が
貼
り
込
ま
れ
る
〉

貼
り
込
み
の
絵
に
見
え
る
名
前
は
、
四
方
赤
良
、
朱
楽
菅
江
、
市
場
通
笑
、
芝
全
交
、
豊
川
里
舟
、
岸
田

杜
芳
、
恋
川
春
町
、
朋
誠
堂
喜
三
二
、
森
羅
万
象
、
南
陀
伽
柴
蘭
、
山
手
馬
鹿
人
、
烏
亭
焉
馬
、
志
水

燕
十
、
伊
庭
可
笑
、
雲
ら
く
斎
、
田
螺
金
魚
、
風
車

北
尾
、
勝
川
、
鳥
居
清
長

※
南
陀
伽
柴
蘭
は
窪
俊
満
（
黄
山
堂
）

資
料
九
、
歌
麿
が
手
が
け
た
挿
絵
と
絵
本

（
新
関
公
子
『
歌
麿
の
生
涯

写
楽
を
秘
め
て
』
（
展
望
社
・
二
〇
一
九
年
）
）
掲
載
の
一
覧
を
参
考
に

し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
順
序
を
入
れ
替
え
、
適
宜
情
報
追
加
な
ど
を
行
っ
た
。
推
定
年
齢
は
新
関
氏

に
よ
る
）

明
和
年
間

○
絵
入
俳
書
『
ち
よ
の
は
る
』
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
正
月

東
柳
窓
燕
志
編

版
元
不
詳

四
十
八

図
の
う
ち
一
図
、
少
年
石
要
画

推
定
十
四
歳

安
永
年
間

○
富
本
正
本
『
四
十
八
手
恋
の
所
訳
』
下
巻
表
紙
絵

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
中
村
座
上
演
（
花

相
撲
源
氏
張
騰
）
二
段
目
浄
瑠
璃

豊
章
画

版
元
大
黒
屋
平
吉

推
定
十
九
歳

○
絵
本
番
付
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
八
月
市
村
座
上
演

北
川
豊
章
画

版
元

不
明

○
つ
ら
ね
正
本
『
朝
比
奈
の
つ
ら
ね
』
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
二
月
市
村
座
上
演

豊
章
画

版
元
和

泉
屋
権
四
郎

※
つ
ら
ね･

･
･

歌
舞
伎
で
、
主
と
し
て
荒
事
の
主
役
が
花
道
で
、
掛
詞
を
多
用
し
て
述
べ
る
長
台
詞

○
長
唄
正
本
『
大
津
絵
姿
花
』
安
永
七
年

二
月
市
村
座
上
演

豊
章
画

版
元
不
明

○
黄
表
紙
『
善
光
寺
御
利
生
／
通
鳧
寝
子
の
美
女
』
安
永
七
年
刊

黄
山
堂
（
窪
俊
満
）
作

豊
章
画

版
元
伊
勢
屋
惣
右
衛
門

○
つ
ら
ね
正
本
『
対
面

太
神
楽
』
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

二
月
市
村
座
上
演

豊
章
画

版
元
和

泉
屋
権
四
郎

○
読
本
『
古
実
今
物
語
（
童
歌
古
実
今
物
語
）
』

安
永
八
年
正
月
刊

清
涼
井
蘇
来
撰

北
川
豊
章
画

版
元
竹
川
藤
兵
衛

※
宝
暦
十
一
年
正
月
刊
の
再
版

○
つ
ら
ね
正
本
『
対
面

太
神
楽
の
つ
ら
ね
』

安
永
八
年

二
月
市
村
座
上
演

豊
章
画

版
元
泉
屋

権
四
郎

○
黄
表
紙
『
夫
れ
も
京
都
是
も
東
都
／
見
物
左
衛
門
』

安
永
八
年
刊

松
壹
舎
（
西
村
屋
与
八
）
作

北
川
豊
章
画

版
元
西
村
屋
与
八

○
黄
表
紙
『
芸
者
呼
子
鳥
』

安
永
八
年
刊

松
泉
堂
作

北
川
豊
章
画

版
元
西
村
屋
与
八

○
洒
落
本
『
女
鬼
産
』

安
永
八
年
刊

米
山
鼎
峨
（
？
）
作

豊
章
画
（
二
図
）

版
元
竹
川
藤
助
・

和
泉
屋
幸
次
郎

○
噺
本
『
寿
々
葉
羅
井
』

安
永
八
年
刊

志
丈
作

豊
章
画
（
三
図
）

版
元
竹
川
藤
助

○
黄
表
紙
『
（
き
つ
い
）
』

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊

松
壹
舎
作

北
川
書

版
元
西
村
与
八

○
黄
表
紙
『
（
振
袖
）
近
江
八
景
』

安
永
九
年
刊

松
壺
堂
（
西
村
屋
与
八
）
作

北
川
豊
章
画
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版
元
西
村
屋
与
八

○
（
黄
表
紙
）
『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』

安
永
十
年
（
一
七
八
一

※
四
月
天
明
改
元
）
刊

志
水
燕

十
作

忍
岡
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

推
定
二
十
五
歳

○
絵
入
俳
書
（
墨
刷
り
）
『
安
永
十
年
歳
旦
帖
』

安
永
十
年
刊

う
た
麿
画
（
一
図
）

天
明
年
間

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

○
洒
落
本
『
三
教
色
』

唐
来
参
和
作

う
た
麿
画
（
一
図
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
啌
多
雁
取
帳
』

奈
蒔
野
馬
乎
人
（
志
水
燕
十
）
作

忍
岡
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
源
平
総
勘
定
』

四
方
山
人
著

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

○
富
本
正
本
『
春
夜
障
子
梅
』

一
月
森
田
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
富
本
正
本
『
道
行
野
辺
の
書
置
』

八
月
中
村
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
梶
原
再
見
二
度
の
賭
』

（
前
年
『
源
平
総
勘
定
』
の
再
版
）

○
黄
表
紙
『
年
始
御
礼
帖
』

四
方
赤
良
序

歌
麿
門
人
千
代
女
画
（
歌
麿
）

○
黄
表
紙
『
金
平
子
供
遊
』

四
方
赤
良
序

歌
麿
門
人
千
代
女
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
他
不
知
思
染
井
』
小
女
黒
鳶
式
部
作

う
た
麿
画

版
元
鶴
屋
喜
右
衛
門

○
黄
表
紙
『
新
田
通
戦
記
』

四
方
門
生
紀
定
丸
作

う
た
麿
画

版
元
松
村
辰
右
衛
門

○
黄
表
紙
『
従
夫
以
来
記
』

竹
杖
為
軽
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
亀
遊
書
双
帋
』

喜
三
二
門
人
亀
遊
策

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
後
編
栗
の
本

太
の
根
』

宿
屋
飯
盛
序
（
前
編
・
北
尾
政
美
画
）
う
た
麿
画

版
元
蔦
屋

重
三
郎

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

○
黄
表
紙
『
莫
切
自
根
金
生
木
』

唐
来
参
和
作

千
代
女
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
元
利
安
売
鋸
案
内
』

恋
川
春
町
戯
作

歌
麿
門
人
千
代
女
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
嘘
皮
初
音
鼓
』

桜
川
杜
芳
戯
作

喜
田
川
千
代
女
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
長
者
の
飯
食
』

恋
川
好
町
（
鹿
都
部
真
顔
）
作

喜
田
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
蛸
入
道
佃
沖
』

喜
三
二
戯
作

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
推
定
三
十
歳

○
絵
入
り
狂
歌
本
（
墨
刷
り
）
『
絵
本
江
戸
爵
』

朱
楽
菅
江
序

都
多
唐
丸
編
（
二
十
四
図
）

版
元

蔦
屋
重
三
郎

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

○
富
本
正
本
『
散
残
花
皃
鳥
』

正
月
森
田
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
富
本
正
本
『
面
影
香
取
衣
』

正
月
森
田
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
絵
入
り
狂
歌
本
（
墨
刷
り
）
『
絵
本
詞
の
花
』

宿
屋
飯
盛
序

蔦
屋
重
三
郎
編

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
絵
入
り
文
芸
書
（
彩
色
刷
り
）
『
麦
生
子
』

九
月
刊

武
江
隠
士
序

鳥
山
石
燕
画
（
一
図
）
、
鳥

山
石
柳
女
画
（
一
図
）
、
歌
麻
呂
画
（
一
図
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

○
富
本
正
本
『
源
氏
再
興
黄
金
橋
』

十
一
月
市
村
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎
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○
黄
表
紙
『
文
武
二
道
万
石
通
』

朋
誠
堂
喜
三
二
作

歌
麿
門
人
行
麿
（
新
関
氏
は
歌
麿
と
推
定
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
時
代
世
話
二
挺
鼓
』

山
東
京
伝
作

歌
麿
門
人
行
麿
画
（
同
右
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
画
本
虫
撰
』
（
狂
歌
絵
本
三
部
作
の
一
）
宿
屋
飯
盛
撰

喜
多
川
歌
麿
筆

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
首
尾
松
見
越
松
／
雪
女
廓
八
朔
』
京
伝
門
人
山
東
唐
洲
作

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
扇
蟹
目
傘
轆
轤
／
狂
言
末
広
栄
』
京
伝
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
※
一
月
二
十
五
日
寛
政
改
元

○
絵
入
り
狂
歌
本
（
墨
刷
り
）
『
絵
本
譬
喩
節
』

頭
光
序

蔦
屋
重
三
郎
編

画
工
喜
多
川
歌
麿
図

版
元
蔦
屋
重
三
郎

※
寛
政
九
年
版
存

寛
政
年
間

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
推
定
三
十
三
歳

○
富
本
正
本
『
誓
文
色
謂
謎
』

一
月
市
村
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
富
本
正
本
『
艶
容
垣
根
雪
』

四
月
市
村
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
富
本
正
本
『
花
色
香
婾
娘
』

十
一
月
中
村
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
龢
謌
夷
』

宿
屋
飯
盛
撰

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
潮
干
の
つ
と
』
（
狂
歌
絵
本
三
部
作
の
二
）
朱
楽
菅
江
序

画
工
喜
多
川

歌
麿
図

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
狂
月
坊
』
（
狂
歌
絵
本
雪
月
花
三
部
作
の
月
に
相
当
）

紀
定
丸
撰
序

喜
多
川
歌
麿
製
（
豊
章
之
印
、
歌
麻
呂
印
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
嗚
呼
奇
々
羅
金
鶏
』
山
東
京
伝
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
冠
言
葉
七
目
十
二
支
記
』

唐
来
参
和
戯
作

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

○
狂
歌
絵
本
（
墨
刷
り
）
『
絵
本
吾
妻
遊
』

奇
々
羅
金
鶏
編
序

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
墨
刷
り
）
『
絵
本
駿
河
舞
』

奇
々
羅
金
鶏
編
序

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
銀
世
界
』
（
狂
歌
絵
本
雪
月
花
三
部
作
の
雪
に
相
当
）
宿
屋
飯
盛
撰

喜
多
川
歌
麿
製
（
豊
章
印
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
普
賢
像
』
（
狂
歌
絵
本
雪
月
花
三
部
作
の
花
に
相
当
）

頭
光
撰
序

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
百
千
鳥
狂
歌
合
』
（
狂
歌
絵
本
三
部
作
の
三
）

赤
松
金
鶏
撰
序

画
工
喜
多
川
歌
麿
（
歌
麻
呂
印
）
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
百
千
鳥
』

赤
松
金
鶏
撰
序

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
雄
長
老
寿
話
』

定
謹
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
太
平
記
吾
妻
鑑

玉
磨
青
砥
銭
』

山
東
京
伝
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
忠
孝
遊
仕
事
』

市
場
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
本
樹
真
猿
浮
気
噺
』

蔦
唐
丸
自
作

（
喜
多
川
歌
麿
画
・
国
文
研
新
日
本
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
推
定
三
十
八
歳

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）『
春
の
色
』

桑
楊
庵
（
頭
光
）
撰

歌
麿
画
（
一
図
、
他
、
四
名
各
一
図
）
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版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
墨
刷
り
）
『
絵
本
よ
も
ぎ
の
島
』
浅
黄
裏
成
編
序

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
黄
表
紙
『
夫
従
以
来
記
』

竹
杖
為
軽
作

う
た
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

※
天
明
四
年
刊
の
再

刷
り

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

○
富
本
正
本
『
江
戸
砂
子
慶
曽
我
』

一
月
都
座
上
演

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

○
狂
歌
絵
本
（
墨
刷
り
）
『
江
戸
紫
』

万
象
亭
江
戸
花
住
（
森
島
中
良
）
撰

歌
麿
（
一
図
、
他
、
多

数
の
絵
師
や
戯
作
者
が
一
首
に
一
図
、
計
四
十
四
首
四
十
四
図
）

版
元
不
明

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

○
絵
入
り
狂
歌
本
（
墨
刷
り
）
『
歌
麿
・
道
守

晴
天
闘
歌
集
』

末
広
正
木
桂
長
清
編

歌
麿
画
（
署
名
あ
り
八
図
、
他
に
仁
義
道
守
画
な
ど
十
九
図
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

○
狂
歌
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
男
踏
歌
』

浅
草
市
人
撰

歌
麿
画
（
一
図
、
他
五
人
の
絵
師
）

版
元
蔦
屋
重
三
郎

推
定
四
十
二
歳

○
洒
落
本
『
辰
巳
婦
言
』

式
亭
三
馬
作

口
絵
一
図
（
彩
色
刷
り
）
歌
麿
筆

版
元
不
明

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

○
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
俳
優
楽
室
通
』

式
亭
三
馬
編
著

歌
麿
筆
（
一
図
、
他
は
初
代
歌
川
豊
国
、

国
政
に
よ
る
三
十
六
図
）

版
元
上
総
屋
忠
助

○
絵
本
（
彩
色
刷
り
）
『
絵
本
四
季
花
』

四
方
歌
垣
真
顔
序

喜
多
川
歌
麿
画

版
元
和
泉
屋
市
兵
衛

享
和
年
間

（
一
八
〇
一
～
〇
四
）

○
黄
表
紙
『
御
誂
染
長
寿
小
紋
』

享
和
二
年
刊

山
東
京
伝
作

歌
麿
画

版
元
蔦
屋
重
三
郎

推
定
四
十
六
歳

○
黄
表
紙
『
明
花
春
為
化
』

享
和
二
年
刊

戯
作
内
新
好
作

歌
麿
画

版
元
西
村
屋
与
八

○
黄
表
紙
『
聞
風
耳
学
問
』

享
和
二
年
刊

一
九
作

歌
麿
画

版
元
西
村
屋
与
八

○
洒
落
本
『
契
情
実
之
巻
』

享
和
年
間
（
一
八
〇
一
～
〇
四
）
刊

井
之
浦
楚
登
美
津
作

歌
麿
筆

（
挿
絵
二
図
）
版
元
不
明

○
絵
本
（
彩
色
刷
り
）『
青
楼
絵
本
年
中
行
事
』

享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
刊

十
返
舎
一
九
著

江
戸
絵
師
喜
多
川
舎
紫
屋
歌
麿
筆

版
元
上
総
屋
忠
助

※
歌
麿
は
、
黄
表
紙
を
天
明
五
年
ま
で
多
作
し
、
そ
こ
で
途
切
れ
る
。
天
明
八
年
で
ま
た
復
活
す
る
が
、

か
つ
て
ほ
ど
で
は
な
い
。

資
料
十
、
歌
麿
が
関
係
し
た
黄
表
紙
（
一
部
）

（
黄
表
紙
の
梗
概
は
、
棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧

前
編
』
『
同

中
編
』
（
青
裳
堂
書
店
・
一
九
八
六

・
八
九
）
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
直
し
た
）

・
『
通
鳧
寝
子
の
美
女
』
（
黄
山
堂
（
窪
俊
満
）
作
・
豊
章
画
・
伊
勢
屋
惣
右
衛
門
刊
・
安
永
七
年
）

猫
又
家
鋪
を
戸
手
川
高
右
衛
門
と
い
う
関
取
が
買
う
が
、
藤
沢
の
祭
礼
相
撲
に
呼
ば
れ
留
守
に
し
た
時
、

猫
又
が
下
男
下
女
が
食
い
殺
さ
れ
、
遊
女
に
化
け
て
客
を
呼
び
込
み
、
だ
ま
し
て
金
銀
を
得
た
。
そ
れ
を

聞
い
た
高
右
衛
門
は
開
帳
中
の
善
光
寺
に
妖
怪
退
散
を
願
っ
て
幟
を
献
上
す
る
。
そ
の
夜
夢
枕
に
如
来
が

現
れ
、
仏
の
力
に
よ
っ
て
猫
又
を
遊
女
の
ま
ま
の
人
間
に
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
抱
え
る
よ
う
告
げ
る
。
お
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告
げ
通
り
、
女
郎
店
を
張
る
と
繁
盛
す
る
。
当
時
行
わ
れ
た
深
川
八
幡
で
の
相
撲
興
行
、
善
光
寺
出
開
帳
、

回
向
院
界
隈
の
金
猫
・
銀
猫
と
呼
ば
れ
た
女
た
ち
と
、
時
事
の
話
題
を
当
て
込
む
。

・
『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』（
志
水
燕
十
作
・
歌
麿
画
。
蔦
屋
刊
・
安
永
十
年
）

開
帳
、
と
ん
だ
霊
宝
秘
宝
展
覧
も
の
。
挿
絵
は
一
部
し
か
な
い
（
草
双
紙
は
す
べ
て
が
絵
）。

・
『
啌
多
雁
取
帳
（
う
そ
し
っ
か
り
が
ん
と
り
ち
ょ
う
）
』
（
奈
蒔
野
馬
乎
人
（
志
水
燕
十
）
作

蔦
屋
刊

天
明
三
年
）

序
文

此
草
紙
の
大
意
は
、
雁
が
飛
べ
ば
石
亀
の
じ
だ
ん
だ
と
言
こ
と
く
、
つ
い
に
草
本
の
作
は
な
さ
ね
と
も
蔦

十
が
趣
向
を
咄
に
任
せ
雁
み
ん
な
み
な
さ
る
よ
う
に
と
な
ら
は
画
作
と
も
に
初
舞
台
よ
き
御
評
判
に
跡
の

雁
か
先
へ
行
ば
本
買
ひ
と
ら
し
よ
雁
／
＼
の
み
つ
も
の
と
な
し
て
雁
首
を
さ
げ
て
申
上
ま
す

奈
蒔
野
馬
乎
人

質
屋
番
頭
金
十
郎
（
馬
鹿
の
金
持
ち
の
隠
語
）
が
遊
女
に
入
れ
あ
げ
、
店
の
金
を
使
い
込
ん
で
店
を
首
に

な
り
、
た
が
屋
、
桶
の
廻
り
を
締
め
る
た
が
屋
に
な
る
が
、
も
う
け
話
を
聞
き
、
嘘
を
筑
紫
の
果
て
の
雁

の
国
に
行
き
、
池
に
凍
り
付
い
た
雁
や
鴨
を
捕
る
が
、
腰
に
く
く
り
つ
け
た
雁
や
鴨
が
飛
び
立
ち
、
金
十

郎
も
空
に
連
れ
て
行
か
れ
、
異
国
巡
り
を
す
る
。

・
『
金
平
子
供
遊
』
（
四
方
赤
良
序

蔦
屋
刊

天
明
四
年
）

小
石
川
連
中
心
の
歳
旦
狂
歌
黄
表
紙
。
天
明
四
年
に
は
、
本
書
の
他
、『
前
編
栗
の
本
／
大
木
の
生
限
（
は

へ
き
は
）
』
（
本
町
連
）
、
『
後
編
栗
の
本
／
太
の
根
』
（
伯
楽
連
）
、
『
年
始
御
礼
帳
』
（
四
方
連
）
、
『
早
来

恵
方
道
』
（
四
方
側
赤
松
連
）
と
い
っ
た
歳
旦
狂
歌
黄
表
紙
が
多
数
刊
行
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
蔦
屋
版
。

・
『
他
不
知
思
染
』
（
黒
鳶
式
部
作

鶴
屋
喜
右
衛
門
刊

天
明
四
年
）

「
男
作
五
人
雁
金
（
お
と
こ
だ
て
い
つ
つ
か
り
が
ね
）
」
（
雁
金
五
人
男
）
の
五
人
男
を
山
東
京
伝
ら
に

当
て
込
む
。
染
井
の
つ
つ
じ
見
物
の
お
り
、
腰
元
お
せ
い
を
雁
金
文
七
が
、
お
り
ん
を
き
ゃ
ん
の
平
兵
衛

が
見
初
め
る
。
お
せ
い
に
若
殿
が
言
い
寄
る
が
拒
み
、
お
り
ん
も
お
せ
い
を
助
け
る
が
、
そ
の
た
め
二
人

は
暇
を
出
さ
れ
、
廓
勤
め
を
す
る
こ
と
に
な
る
（
お
せ
い
は
松
が
屋
清
川
、
お
り
ん
は
銀
山
と
改
名
）
。

清
川
は
文
七
と
、
銀
山
は
平
兵
衛
と
な
じ
み
、
五
人
男
は
そ
れ
ぞ
れ
相
手
を
身
請
け
し
て
め
で
た
く
話
は

終
わ
る
。

・
『
狂
言
末
広
栄
』
（
山
東
京
伝
作

蔦
屋
刊

天
明
八
年
）

傘
張
り
の
長
者
祐
善
の
娘
お
六
は
聟
要
之
助
と
睦
ま
じ
く
暮
ら
す
が
、
要
之
助
が
歌
道
を
き
わ
め
た
い
と

京
都
に
上
っ
た
た
め
、
恋
し
く
思
う
一
念
に
よ
っ
て
お
六
の
首
が
京
都
ま
で
の
び
て
し
ま
う
。
祐
善
の
家

に
か
つ
て
奉
公
し
て
い
た
雨
介
が
そ
れ
を
見
つ
け
、
こ
れ
で
は
要
之
助
も
驚
く
だ
ろ
う
か
ら
元
の
姿
に
戻

す
が
良
い
と
、
首
を
同
道
し
て
江
戸
に
向
か
う
。
い
っ
ぽ
う
お
六
の
胴
体
は
首
を
尋
ね
て
番
頭
番
兵
衛
に

連
れ
ら
れ
て
京
都
に
向
か
う
と
こ
ろ
、
途
中
で
首
と
雨
助
に
出
会
う
。
医
者
平
庵
の
療
治
に
よ
っ
て
お
六

の
首
は
元
に
戻
り
、
要
之
助
を
迎
え
て
大
団
円
と
な
る
。

・
『
聞
風
耳
学
問
』
（
十
返
舎
一
九
作

西
村
屋
与
八
刊

享
和
二
年
）
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閻
魔
王
が
人
間
世
界
の
様
子
を
知
る
た
め
、
耳
塚
の
霊
を
遣
わ
し
て
、
世
界
を
廻
り
い
ろ
い
ろ
な
事
を
聞

き
取
ら
せ
る
。
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
一
九
は
皆
に
耳
を
引
っ
張
ら
れ
、
長
耳
と
な
る
。
一
九
は
懲

り
て
、
て
じ
ま
先
生
の
異
見
を
思
い
出
し
て
人
の
言
葉
に
聞
く
耳
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
耳
は
元
に
戻
る
。

・
『
稗
史
億
説
年
代
記
』
（
式
亭
三
馬
作
・
画
。
西
宮
新
六
刊
・
享
和
二
年
）

草
双
紙
（
赤
本
・
黒
本
青
本
・
黄
表
紙
）
の
歴
史
を
「
鉢
か
づ
き
姫
」
の
話
を
用
い
て
説
明
す
る
。
ま
た
、

当
時
販
売
さ
れ
た
一
枚
刷
り
の
年
代
記
の
形
式
を
借
り
て
、
草
双
紙
の
歴
史
を
詳
細
に
記
す
。

◎
ま
と
め

・
歌
麿
に
と
っ
て
、
宝
暦
、
明
和
、
安
永
、
天
明
と
成
熟
を
み
せ
た
当
時
の
江
戸
文
化
、
と
り
わ
け
狂
歌

を
含
む
戯
作
と
い
う
文
学
的
営
為
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
、
そ
し
て
蔦
屋
と
の
関
係
の
も
と
習
作
を
重

ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
画
業
を
大
成
さ
せ
る
う
え
で
不
可
欠
な
経
験
で
あ
っ
た
。

◎
余
滴

○
物
語
化
し
た
歌
麿
の
一
例
『
歌
麿
名
画
咄
』（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）

・
延
文
十
二
年
、
足
利
尊
氏
の
御
代
、
都
に
住
む
歌
麿
が
旅
に
出
て
、
奥
州
北
の
果
て
智
有
郡
に
来
る
。

岩
作
と
い
う
村
人
か
ら
旅
の
話
を
せ
が
ま
れ
、
鎌
倉
の
会
都
村
の
墓
所
に
あ
る
並
び
石
の
怪
異
の
話
を
す

る
。
石
に
水
を
手
向
け
、
「
何
そ
敵
を
討
た
ぬ
ぞ
や
」
と
三
べ
ん
呼
ぶ
と
「
エ
エ
、
エ
エ
無
念
」
と
う
な

る
と
の
こ
と
。
ひ
と
つ
の
石
に
は
「
貞
節
婦
お
さ
だ
が
墓
」
も
う
ひ
と
つ
に
は
「
孝
行
女
お
こ
ふ
が
墓
」

と
彫
り
つ
け
て
あ
る
。

（
土
地
の
老
人
の
話
に
よ
る
、
会
都
で
夫
徳
郎
の
敵
討
ち
を
し
損
ね
て
死
ん
だ
お
さ
だ
・
お
こ
う
母
子
の

物
語
）

歌
麿
が
話
し
終
わ
っ
た
後
で
、
岩
作
は
歌
麿
に
母
子
の
肖
像
画
を
描
い
て
も
ら
う
。
岩
作
は
武
具
を
集

め
る
の
が
趣
味
で
、
刀
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
刀
は
老
人
の
話
に
出
て
く
る
、
討
た
れ
た
夫
が
所
持
し

て
い
た
刀
で
あ
る
た
め
、
画
中
の
母
子
が
岩
作
の
前
に
現
れ
、
岩
作
を
敵
と
ね
ら
う
。

岩
作
は
歌
麿
に
相
談
、
歌
麿
は
敵
の
肖
像
も
描
く
と
、
夜
、
画
中
よ
り
母
子
・
敵
が
現
れ
て
敵
を
討
つ
。

※
会
都
村
＝
お
そ
ら
く
「
え
ど
む
ら
」
と
読
ま
せ
、
江
戸
を
当
て
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

◎
本
講
演
に
際
し
参
照
し
た
主
な
文
献

浅
野
秀
剛
編
『
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
６

歌
麿
の
風
流
』
（
小
学
館
・
二
〇
〇
六
）

浮
世
絵

太
田
記
念
美
術
館
編
『
没
後190

周
年
記
念

歌
麿
芸
術
の
再
発
見
』
図
録
（
一
九
九
五
）

江
戸
狂
歌
本
選
集
刊
行
会
編
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
（
全
十
五
巻
・
東
京
堂
出
版
・
一
九
九
八
～
二
〇
〇

七
）

狩
野
快
庵
『
狂
歌
人
名
辞
書
』（
臨
川
書
店
・
一
九
七
七
復
刻
版
・
初
版
は
文
行
堂
・
一
九
二
八
）

小
池
正
胤
・
宇
田
敏
彦
・
中
山
右
尚
・
棚
橋
正
博
編
『
江
戸
の
戯
作
絵
本
（
一
）
～
（
続
二
）
』
（
教
養

文
庫
・
一
九
八
〇
～
一
九
八
五
）

小
林
忠
「
浮
世
絵
」
（
『
日
本
大
百
科
全
書
』
項
目
・
小
学
館
・
一
九
八
五
・
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
参
照
）

https://japanknow
ledge.com

/psnl/display/?lid=1001000030431

小
林
ふ
み
子
『
大
田
南
畝

江
戸
に
狂
歌
の
花
咲
か
す
』
（
岩
波
書
店
・
二
〇
一
四
）

鈴
木
重
三
『
改
訂
増
補

絵
本
と
浮
世
絵

江
戸
出
版
文
化
の
考
察
』
（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
七
）

鈴
木
俊
幸
『
蔦
屋
重
三
郎
』（
若
草
書
房
・
一
九
九
八
）
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新
関
公
子
『
歌
麿
の
生
涯

写
楽
を
秘
め
て
』（
展
望
社
・
二
〇
一
九
）

棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧

前
編
、
中
編
』
（
青
裳
堂
書
店
・
一
九
八
六
・
一
九
八
九
）

千
葉
市
立
美
術
館
編
『
千
葉
市
立
美
術
館
開
館
記
念

喜
多
川
歌
麿
展
』
図
録
（
一
九
九
五
）

菱
岡
憲
司
『
大
才
子
小
津
久
足
』
（
中
公
選
書
・
二
〇
二
三
）

菊
池
庸
介
『
歌
麿
『
画
本
虫
撰
』
『
百
千
鳥
狂
歌
合
』
『
潮
干
の
つ
と
』
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
・
二
〇

一
八
）

※
こ
の
ほ
か
、
菊
池
著
に
掲
載
し
た
主
要
参
考
文
献
に
つ
い
て
も
適
宜
使
用
し
て
い
る
。


